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やまとうたは 人の心を種として
たね

よろづの言の葉とぞなれりける
こ と は

「古今和歌集仮名序」 紀貫之

先月、熊谷市国際交流協会が主催する「第３２回外国人による日本語スピーチコ
ンテスト」に参加した際、上の言葉に出会いました。
日本語の「ことば」は、「言う」という字と「葉」という字を使います。「ことば」

については、違う漢字を使う時代があったり、意味についてもいろいろな説がある
ようですが、「葉」を、草木の「葉」にたとえる説が私の中では大変しっくりしまし
た。口から発する「ことば」を植物の「葉」にたとえるならば、その「根」の部分
は…「心」に当たるでしょうか。
人は、「心」が動かされ、思いを抱き、それが芽吹いて成長し、

思いの一つ一つが「葉」となり茂って、「ことば」になる。そして
その「ことば」を外に出すことで、人とつながり、影響を与え、
世の中が動いていく。「ことば」は世の中を動かす大きな力を
持っています。
全校の子供たちが共通して暗唱に挑戦している詩を紹介します。

ひとつのことば
北原白秋

ひとつのことばで けんかして ひとつのことばで なかなおり
ひとつのことばで 頭がさがり ひとつのことばで 心がいたむ
ひとつのことばで 楽しく笑い ひとつのことばで 泣かされる
ひとつのことばは それぞれに ひとつの心をもっている
きれいなことばは きれいな心 やさしいことばは やさしい心
ひとつのことばを 大切に ひとつのことばを 美しく

どんな心からどんな「ことば」を選ぶのか。「ことば」の使い方次第で、相手の
気持ちを変えたり、時には自分の気持ちも変わったりします。人生の宝となる友だ
ちをつくるのも、一生の心の痛みとなるのも、「ことば」の使い方次です。正しい
使い方をしていきたいものです。

１２月は「師走」。そして、「人権月間」の月です。長井小学校では、毎年「１２
月４日から１２月１０日までの期間を人権週間」として、人権を尊重する活動を実施
しています。人権とは、みんなが持っている、自分らしく幸せに生きる権利であり、
誰にとっても大事なものです。「ひとつのことば」が暗唱できる長井小の子供たち
と共に、自分が使っている「ことば」や、周りから受け取っている「ことば」につ
いて、改めて見つめ直し、相手を思いやり、自分自身も大切にできる優しい「こと
ば」、美しい「ことば」があふれる学校にしていきます。

日 曜 行事予定

１ 日 タグラグビー大会
２ 月 ながいっ子清掃 一斉下校 くまなび⑫
３ 火 校内持久走大会
４ 水 人権講話 委員会
５ 木 ６年修学旅行(１日目)

スクールソーシャルワーカー来校日
６ 金 ６年修学旅行(２日目)
７ 土
８ 日
９ 月 計算オリンピック ながいっ子清掃

くまなび⑬
10 火 児童集会(保健･放送）持久走大会予備日
11 水 ５･６年OBLクラブ

スクールカウンセラー来校日
12 木 さわやか調べ ５年合同タグラグビー大会
13 金 特日 冬季教育相談（～２０日）
14 土
15 日
16 月 小１教室訪問 くまなび⑭
17 火 特日５
18 水 特日５
19 木 特日５（３～６年）特日４（１・２年）
20 金 特日５ 体育指導専門員来校

ロング清掃
21 土
22 日
23 月 くまなび⑮
24 火 後期前半終了日 特日３ 給食なし
25 水 冬季休業日（～１／７）
26 木

27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

１月の主な行事予定
８ （水） 後期後半開始 特日３ 給食なし
９ （木） 給食週間（～１７日）
１０ （金） 検証問題テスト 小６テスト
１１ （土） 妻沼東中学校新入生説明会
１４ （火） スクールソーシャルワーカー来校日

１５ （水） 書きぞめ制作会 委員会
２０ （月） くまなび 一斉下校
２１ （火） 学力テスト
２２ （水） 木曜日課 スクールカウンセラー来校日

２３ （木） 水曜日課 クラブ ひまわり講座
２４ （金） 特日 新入学児保護者説明会
２７ （月） くまなび
２８ （火） 特日 ５年社会科見学
２９ （水） ４～６年キャリア教育講演会
３０ （木） スクールソーシャルワーカー来校日

３１ （金） ロング清掃 体育指導専門員

１・２年生遠足 ３年生社会科見学

ありがとう集会 非行防止教室

第２回秦小学校との交流会 １～４年生

４年生 市内音楽会

２年後の令和８年度末から、埼玉県公立高
等学校入学者選抜の方法が新しくなります。受
験する子供たちが、これまで活動してきた自分
の取組状況を自己評価資料に書き表し、その資
料に基づいて、全受検生が面接を行う方法とな
ります。
子供たちの将来の夢は何でしょうか。現在ど

んなことに取り組んでいるでしょうか。取組内容
やその結果だけではなく、そこに至るまでに感
じたことや味わった経験も、自己を形作る大切
なポイントになります。その足跡が、数年後の
高等学校入学者選抜に大きく影響します。
今年度は、１月２９日（水）に妻沼高等学校の

先生をお招きし、４・５・６年生を対象にキャリ
ア講演会を行います。ご都合のつく保護者の方
々も、是非、ご参加ください。

１１月は様々な行事があり、子供たちの活躍の

場面も盛りだくさんでした。秋の深まりと共に

子供たちに力がついています。


